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地方自治体における2050年二酸化炭素排出ゼロ表明

2再生可能エネルギー導入のため、各地域の特性を生かした取組みが必要
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■ゼロカーボンシティとは

● 2050 年に温室効果ガスの排出量又は二酸化炭素を実質ゼロにすることを目指す旨を、首長自らが又は地方自

治体として公表した地方自治体

● 2021年4月16日時点で、370自治体（40都道府県、215市、６特別区、90町、19村）が表明

● ゼロカーボンシテゖを表明しつつも、約半数の市町村では再生可能エネルギーの導入目標の策定を検討してい

ない状況となっている

■表明都道府県

出典：環境省「地方公共団体における2050年二酸化炭素排出
実質ゼロ表明の状況」

出典：朝日新聞「再エネ導入に壁 目標設定は排出ゼロ宣言自治体でも3割」

■再生可能エネルギーの導入目標の策定状況



地域メリットをもたらす再生可能エネルギー導入

3公民連携で、脱炭素化およびエネルギーの地産地消を図る
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■神奈川県小田原市 ーEVを活用した地域エネルギーマネジメントモデル事業ー

● EV（電気自動車）を活用したカーシェゕリング事業を実施

● 2022年度までに地域に100台程度のEVを導入予定

● 神奈川県小田原市が株式会社REXEV、湘南電力株式会社と連携

● 一部のステーションでは、湘南電力株式会社が100％カーボンフリー電力の供給を実施し、再生可能

エネルギー需要の創出に貢献している

■脱炭素型の地域交通モデルの構築

出典：小田原市HP「2050年までの二酸化炭素排出量 実質ゼロに向けて」 出典：小田原市HP 「“脱炭素型”EVカーシェゕリング
がスタートしました！」

■EVカーシェアリング eemo



地域課題解決への発展

4地域の特性を生かし、脱炭素社会の実現と地域課題の解決に
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■地域課題 （「災害」・「観光」・「経済」）解決への糸口

● 再生可能エネルギーは、災害時に活用することで地域の防災拠点としての役割も強化できる

● EVを動く蓄電池と捉え観光への活用を進めることで、地域経済の活性化につながることが考えられる

● 地方自治体で脱炭素化という目標に取り組む結果、その他の地域課題解決にも貢献することができる

■EVを活用してキャンプ場でワーケーション

出典：小田原市HP「脱炭素型地域交通モデルと新しいラ
゗フスタ゗ル ～EVを活用してキャンプ場で
ワーケーション～」 出典：日産自動車株式会社

■小田原市・日産自動車株式会社の災害連携協定

本協定では、EVの蓄電機能を活用し災害時の電力供給体制を強化、また
平時にはリモートオフゖスやワーケーションなど新たなラ゗フスタ゗ル
におけるEV活用など、持続可能な地域社会、SDGsの達成に向け、以下
の取り組みを行います。

小田原市は脱炭素型地域交通モデルに関する平時のEV活用の多様化
（地域エネルギーバランスの調整機能、電力゗ンフラの補完機能）の取
り組みを活かし、日産自動車と共にワーケーションなど新たなラ゗フス
タ゗ルへのEVの有効性等を市民へ積極的に発信する。
小田原市で災害を起因とする停電が発生した際、市が指定する避難所
に、神奈川日産、日産サテゖオ湘南、日産プリンス神奈川の店舗に配備
している日産リーフ試乗車を無償で貸与する。
小田原市、日産自動車、神奈川日産、日産サテゖオ湘南、日産プリン
ス神奈川の連携により「走る蓄電池」であるEVからの給電を行うことで、
災害時においても継続して電力が供給できる体制を整え、避難所の円滑
な運営を図り、市民の生命及び身体の安全を守る。



参考・補足

5
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■脱炭素型地域交通モデル事業×レジリエンス×ワーケーション

出典：小田原市HP「脱炭素型地域交通モデル事業×レジリエンス×ワーケーション」

2020年8月には、株式会社 REXEVと、
キャンプ場開発・遊休地活用の株式会社
Recampが、平時の EV 活用の一つのモ
デルとして、小田原市いこいの森林間オ
ートサ゗トにて、電気自動車の電気を使
用するのに必要な機器、およびプロジェ
クタ等の電化製品の貸出を行う「EV で
ワーケーション応援セット」の提供を開
始した。EVを移動手段だけでなく、“動
く蓄電池”としての機能も活かし、コロナ
渦で変化する新しいラ゗フスタ゗ル、そ
してゼロ・コンタクトのニーズにも合致
した取り組みとなっている。
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